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チームの力で変化を

チャンスに変え、

いすゞの進化を加速する

不確実性が高まる時代だからこそ、いすゞが社会

課題の解決に貢献できる機会が広がっています。

多様な知見を持つメンバーの力を結集させ、中期

経営計画「ISUZU Transformation - Growth 
to 2030（IX）」の実現を目指していきます。
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大きな環境変化を進化のチャンスに

　2026年4月、いすゞ自動車株式会社の社長CEOに就任いたしまし

た。私は1986年の入社以来、海外営業畑を長く歩み、タイやインド

の拠点でも経営や事業運営に携わってきました。その後、当時の経営

業務部門や企画・財務部門を管掌し、現在の中期経営計画「ISUZU 

Transformation - Growth to 2030（IX）」の策定にはグループ

CFO、CSOの立場で深く関わってきました。

　今回、指名・報酬委員会より社長就任についての指名を受けた際、

私の中に驚きやためらいはありませんでした。いすゞの変革のロード

マップであるIXの策定に深く携わり、商用モビリティソリューション

カンパニーへの進化、経営理念体系「ISUZU ID」の実現をリードする

役割について、自分自身も意識してきたからです。IXの実行を加速さ

せ、より遠くへ到達するために、社長として全力を尽くしていきます。

　世界はかつてない速度と振れ幅で変化しています。足元では紛争

や貿易摩擦などの地政学リスクが顕在化し、カーボンニュートラルに

対する各国の考え方や政策もこの数年で大きく変化しました。さらに

AIの飛躍的な進化は社会全体のあり方や人間の役割までも変えよう

としています。自動車業界も100年に一度の変革期と呼ばれてすでに

約10年が経ちますが、車両そのものも競争環境も大きく変わるタイ

ミングに差しかかっていることは間違いありません。

　そして、これからはこのような変化が起こることが当たり前になり、

将来を正確に予測すること自体が難しい時代になると認識していま

す。これはマイナスの側面ばかりではありません。不確実性が増し、

解決すべき課題が増えるのであれば、私たちの価値を提供する機会が

増えるということでもあります。いすゞがこれまで培ってきた力や知恵

を最大限に発揮し、社会課題の解決に貢献していきます。

多様な人財が集い、議論し、
チームで会社を前に進めていく

　大きな変化をチャンスに変えるために大事にしているのは、ワンチー

ムでの経営です。私はこのような環境下において、トップ一人の強いリー

ダーシップで会社を成長に導けるとは思っていません。多様な人財の知

見と想いを活かしていくことが重要ですし、それが、皆の議論をもとに決

断していくことを重んじる私が、指名・報酬委員会から社長就任の指名

を受けた理由だと自身で整理しています。今回、新たに技術領域を統括

するCTO（Chief Technology Officer）、サプライチェーンを含めた物流

全体領域を担うCLO（Chief Logistics Officer）、デジタル活用による業

務および事業の変革を推進するCDXO（Chief Digital Transformation 

Officer）を配置し、各機能領域の責任者が経営に参画するCxO制を強

化しました。また、会社の持続性の観点も踏まえ、次世代の経営人財を

取締役に抜擢しています。経験やスキルが異なるメンバーが集えば、時

に意見の対立が起こるかもしれません。しかし、目指す方向が同じであ

れば意見の対立はむしろ健全で、違いがある中で相手の良い点を吸収

することで新しい発想やより良い判断が生まれると考えています。

　そして、もう一つ大切なことは機を逃さずに判断することです。執行

の最終責任を担う立場として、スピード感を持って経営判断を下してい

きます。判断にあたり考え抜くことや議論を尽くすことは大切ですが、

その間にも前提やゴールは変わります。タイやインドに赴任していた

ときは、予期せぬ出来事が幾度もありました。そのような環境下で、正

しい情報がすべて揃うのを待っていたら、現地の経営は行き詰まって

いたことでしょう。こうした海外での経験を通じて、初めから100点を

目指して動けなくなるよりも、70点程度の確からしさがあれば一歩踏

み出すことの重要性を認識しました。そこからの気づきをもとに試行
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錯誤を重ね正していく、より良くしていくことができればよいと考えて

います。変化の激しい時代だからこそ、スピード感を持ちアジャイルに

舵取りをしていきます。

愚直にやり抜く力こそ、いすゞの強み

　社長就任時点における当社のPBR（株価純資産倍率）は1倍前後で

あり、いすゞの成長に対する市場からの期待は十分に高まっていない

と認識しています。商用車を含む自動車産業全体が成熟していること

もあり、次の成長に対する期待と信頼を高めるには、いすゞのコアの

強みを磨き上げるとともに、変えるべき点は変え、商用車メーカーか

ら商用モビリティソリューションカンパニーへの進化を加速させてい

かなければなりません。

　いすゞの強みは、「約束したことを愚直にやり抜く力」にあると私は

捉えています。そしてその力は、商品・サービスにおいては「安心・安

全の実績」となり、お客様に対しては「徹底的に寄り添う姿勢」となっ

て表れています。社長就任以降、生産現場のライン長やチームリー

ダーと対話する機会を増やしてきましたが、生産工程についての詳細

な議論に入ると、「ここまでやっているのか」と改めて実感するほど徹

底された取り組みが数多くありました。世界中のお客様から安心と信

頼を寄せていただける車両をつくり続けるためには、地道だけれども

避けては通れないことを愚直にやり抜くこと、そしていすゞにはその力

があることを実感しています。

　お客様に対する姿勢についても同様です。製品ライフサイクルが10

年以上にわたる商用車のビジネスでは、堅牢な車両を提供し、アフ

ターサービスも含めて稼働を支え続けることができなければ、お客様

の信頼を得ることはできません。これをやり抜いているからこそ繰り

返しご購入いただき、ビジネスが継続しているのです。これがいすゞの

大きな誇りであり、国際的な競争が一段と激しさを増す中においても、

当社の重要な競争力であり続けると考えています。

　この強みは、新事業への挑戦でも活きるものです。自動運転ソ

リューションやカーボンニュートラルソリューションにおいて、完成度

の高い商品・ソリューションを提供できるプレイヤーは、今後増えて

いくかもしれません。しかし、自動運転車両であれ、カーボンニュート

ラルに対応する車両であれ、商用車に求められる本質的な価値は変

わりません。重要なのは、確実に稼働し続ける車両をつくり、アフター

サービスによりお客様の「運ぶ」を守り続ける、つまり、商品を提供し

た後も製品ライフサイクルを通じて責任を持つことです。こうした責

任を果たし続けてきたことが、いすゞの強みであり、お客様に真の価値

を提供する基盤です。事業環境や技術が変化しても、当社が長年培っ

てきた商品・ソリューション、そして「運ぶ」を支える基盤は、新事業に

おいても変わらぬ価値を発揮していくと考えています。

ダイバーシティ・グローバル視点を取り入れ、
「安心×斬新」ないすゞへ進化

　一方で、複雑化する社会課題を解決し、新たな価値を創出するには

まだ不足している点もあります。いすゞは経営理念体系であるISUZU 

IDのビジョンにおいて、「『安心×斬新』で世界を進化させるイノベー
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ションリーダー」となることを掲げていますが、「斬新さ」については、

まだ高める余地が大きいと認識しています。これを高めるために必要

なのが、挑戦する姿勢と多様な発想を生み出す土壌です。

　スピード感に加えて挑戦する姿勢を後押しする意味でも、社内には

「100点にたどり着くための試行を繰り返そう」と伝えています。もち

ろん、品質や安全など、最終的に完璧でなくてはならない事項も数多

くあります。しかし、強い責任感を持って結果としての100点を目指す

ことと、その過程で試行を重ねることは矛盾しません。挑戦を通じて

アジャイルに完成度を高めていく組織に変えていきます。

　もう一つは、多様な発想を生み出す土壌です。具体的には、ダイ

バーシティのさらなる推進と、グローバル視点の強化が必要です。性

別、国籍、文化、年齢、経験、専門性、価値観など、様々な背景を持つ

人財が活躍し、その多様性を競争力へと転換していかなければ、 

いすゞの「斬新さ」は高まりません。そのためには、女性社員・女性管

理職のさらなる活躍推進に加え、海外人財のマネジメントへの参画、

異なる専門性やキャリアを持つ人財の登用、世代や部門を超えた協

働を一層進めていく必要があります。人財の抜擢や機会提供を通じ

て、意識的に多様性を高め、多様な視点から新しい価値が生まれる 

土壌づくりを進めていきます。

「ISUZU Transformation 
- Growth to 2030（IX）」の現在地

　事業環境および市場からの評価を踏まえると、商用車を提供するこ

とにとどまらず、車両と自動運転やカーボンニュートラル技術などを組

み合わせ、あらゆる物流・人流ニーズに応える「商用モビリティソ

リューションカンパニー」への進化は、もはや持続的成長と企業価値

向上のための必要条件であると捉えています。いすゞの強みを踏まえ

れば、決して不可能な挑戦ではありませんし、そのための設計図はす

でに中期経営計画「IX」として明確に示しています。

　7カ年の中期経営計画であるIXは、ちょうど折り返し地点に差しか

かっています。計画策定時点では、LCVの主戦場であるタイの市場環

境がここまで悪化することは想定していませんでしたし、米国の関税

政策や世界各地で発生した紛争なども、計画には織り込んでいません

でした。こうした外部環境の変化を受け、数値目標については計画対

比で遅れが生じていますが、既存事業・新事業のいずれにおいても、

取り組むべき施策の推進は緩めていません。

　既存事業は、新しいプレイヤーの参入など国際的な競争が激化し

ていますが、ゲームチェンジが起きるまでには至っていません。新車販

売における競争は確かに激しさを増していますが、アフターサービス

拠点網や部品供給体制などは、短期的に構築することが難しい構造

的な参入障壁であり、当社の競争優位の源泉となっています。ライフ

サイクル全体のコストや、故障・ダウンタイムの発生率を考慮に入れ

れば、私たちの価値をご理解いただけると考えており、この強みを活

かし、お客様に寄り添い続けていきます。足元では、当社のアフター

セールス事業は計画を上回るペースで成長しており、「稼働を守る」と

いういすゞの価値を認めていただいている証左であると認識していま

す。今後も整備拠点への投資や故障を未然に防ぐサービスの展開を

継続し、ライフサイクル全体での価値創出でグローバルな競争に勝ち

抜いていきます。

インド駐在時代のファミリーデー。多様な文化や価値観に触れ、グローバルな視点を培った

「 安心 × 斬新 」

挑戦する姿勢 多様な発想を生み出す土壌

そのために

様々な背景を持つ人財が活躍する
そのために

アジャイルさを持った組織へ変化する

性別 国籍 文化 年齢 経験 専門性 価値観

etc.
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　自動運転ソリューション、コネクテッドサービス、カーボンニュート

ラルソリューションを柱とする新事業については、個々の技術開発が

着実に進捗しています。今後はこれをビジネスモデルとして立ち上げ、

どのように持続可能な事業にしていくかというフェーズに入っていき

ます。その際に重要となるのが2つの連携です。一つは技術同士の連

携です。新事業の3つの柱は相互に関わり合うものです。例えば、自

動運転をより安全なものにするためには遠隔監視などコネクテッド

の力が必要ですし、自動運転車両のカーボンニュートラル化を考えて

いかなければ、航続距離の伸びに従い環境負荷が増えるという関係

もあります。こうした連関をより深く捉え、新事業全体として提供する

価値の解像度を高め、取り組みを線から面にしていくことが事業化に

は不可欠です。もう一つはパートナーとの連携です。技術開発の時点

ですでにアライアンスを活用して進めていますが、今後は物流事業や

交通インフラ、エネルギーに携わる方々とも新事業のあり方を議論し、

ともに社会課題の解決に挑んでいく必要があります。長年にわたり、

パートナーの皆様とともに「運ぶ」を支え続けてきたいすゞだからこそ

果たせる役割があると考えていますし、私たちはその中心的な存在に

なる覚悟を持って取り組んでいきます。

社員一人ひとりが「地球の『運ぶ』を創造する」主役に

　商用モビリティソリューションカンパニーへの進化、その先にある

持続的成長実現の鍵は人財にあります。だからこそ、いすゞの全員が、

ISUZU IDに掲げる「地球の『運ぶ』を創造する」とはどういうことか

を考え続け、自分の仕事がその実現につながっているという実感と誇

りを持ってほしいと思います。

　私は就任以来、社員に「皆さんが主役」と伝え続けています。商品

やビジネスに直接関わる社員一人ひとりこそが、いすゞという舞台の

主役であると思っていますし、一人ひとりがその意識を持たなければ、

「地球の『運ぶ』を創造する」推進力も生まれてきません。一人でも多

くの社員が「自分が主役」「任されている」という想いを持って動ける

ようになれば、一人ひとりの挑戦と成長が生まれ、会社全体の成長と

スピードアップにつながります。

　その素地は社内にすでに存在しています。いすゞの人財の最大の強

みは自社ブランドへのロイヤリティの高さだと私は思います。「いすゞ

グループのブランドで半端なものはつくれない」という想いが仕事の

質を高め、商品とブランドを輝かせ、また仕事の質を高めていく。この

循環が「約束したことを愚直にやり抜く力」の根源です。ここに「一人

ひとりが『運ぶ』を創造する主役である」という主体性が加われば、よ

り大きな変革への力が生まれてくると確信しています。

最後に

　チームでの経営を推し進め、多様な人財の力を結集しながら、いすゞ

の成長に挑戦していきます。広い意味ではステークホルダーの皆様と

も社会課題を解決していく一つのチームだと私は考えています。グルー

プCFO、CSOとして多くの投資家・株主の方々と対話させていただい

た経験も活かし、ステークホルダーの皆様の声に耳を傾けながら企

業価値向上を実現してまいります。引き続き一層のご支援を賜ります

ようお願い申し上げます。

2026年9月
代表取締役 取締役社長CEO山口 真宏（やまぐち なおひろ）

1962年福井県生まれ。1986年、いすゞ 自動車
株式会社に入社し、海外営業を担当。その後、
2度にわたりタイに赴任し、2015年からはイン
ド事業に従事。2019年に帰任後、執行役員に
就任し、グループCFO、CSOを歴任。2022年
より取締役を務め、2026年4月に代表取締役 
取締役社長CEOに就任。趣味はラグビー観戦。
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ワンチームで IXの実行を加速するCxO体制

　山口CEOが掲げるワンチームでの経営を具現化するため、2026年4月よりCTO、CLO、CDXOを新たに配置してCxO体制を強化しました。

経営戦略、AX※・DX、財務、技術、物流、人事、リスク統括の各領域を担うCxOが多様な知見を持ち寄り、全社横断で領域を超えた議論・ 
連携を進めます。CEOを中心としたチーム経営により、IXの実行力を高め、商用モビリティソリューションカンパニーへの進化を加速します。

高度化する課題に対する 
専門性の向上 経営のスピードアップ ガバナンス強化

CEO
山口 真宏
代表取締役 取締役社長

経営戦略

CSO
Chief Strategy Officer

中長期戦略やM&A、競争戦
略を立案し、全社戦略の実行
を推進

AX・DX

CDXO
Chief Digital Transformation Officer

AX戦略・DX戦略と全社シス
テムを統括し、業務・事業の変
革を推進

財務

財務・会計、資金調達、IR、投
資管理を統括し、財務面から
経営を支える

リスク統括

全社のリスク管理、BCP、コン
プライアンスを統括し、事業継
続と適切なリスク対応を推進

技術

CTO
Chief Technology Officer

商品・技術ポートフォリオを 
統括し、技術戦略や新事業を
推進

物流

全社の物流戦略を立案し、物
流業務を横断的に統括・推進

人事

人事・労務、組織文化、人財
開発を統括し、人と組織の基
盤強化を推進

村上 昇（兼任） 山北 文也 藤森 俊 梅田 正幸 髙橋 信一 浅原 健一

※  AX（AI Transformation）： 
AIを活用した事業変革、新しい顧客価
値創出、業務効率化

CFO
Chief Financial Officer

CRMO
Chief Risk Management Officer

CLO
Chief Logistics Officer

CHRO
Chief Human Resource Officer

いすゞの概要 CEOメッセージ いすゞの価値創造ストーリー 中長期戦略
持続的な成長を支える

経営基盤
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